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大
串
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は
れ
た
る
粧
清
思
想
・
・
法
弔
問
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横
演
及
び
榊
戸
の
山
地
事
情

岡
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常
業
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課
税

統
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に
よ
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統
計
に
よ
る
因
果
関
係
の
研
究

( 

) 
財

部

静

治

目

衣

一
、
諸
保
件
複
合
と
し
て
由
一
般
原
凶
と
原
因
的
特
珠
凶
子

二
、
歳
計
的
冊
究
に
於
け
る
論
理
的
因
果
閥
係
肝
究
法
臨
用

三
、
検
差
法
権
話

回
、
検
差
法
手
額
四
一
一
壮

玉
、
尿
困
的
諸
因
子
四
一
要
覧

ー、

一
般
に
統
計
事
は
積
々
の
現
象
に
つ
き
、

そ
の
現
象
の
大
小
又
は
強
弱
に
影
響
す
ぺ
き
諸
因
子
を
究
明

し
、
そ
の
致
カ
を
確
か
め
、
そ
の
影
響
の
仕
方
及
張
Z
U
A
ぞ
の
移
動
を
測
定
せ
ん
芭
す
、
而
し
て
蕊
に
問
は
ん
正

す
る
原
図
的
議
因
子
は
、
大
量
観
察
上
一
の
結
果
頑
す
べ
き
統
計
的
表
明
を
、
常
例
特
に
時
別
的
恒
岡
の
形
に
よ

'p
、
表
露
せ
し
む
べ
き
一
般
原
因
J

コ
品
会
〈
呉
れ

b
、
即
も
か
、
る
一
般
原
因
は
、
個
々
の
場
合
に
臨
み
明
細
に

指
摘
さ
れ
粂
ぬ
る
ニ
Z
珍
し
か
ら
守
、
そ
は
営
該
現
象
を
惹
起
す
ぺ
き
・
本
来
的
諸
傑
件
の
会
複
合
を
意
味
し
、

そ
の
重
き
を
お
〈
所
は
個
別
事
例
の
究
図
に
反
す
・
慌
A
T
ぱ
大
量
観
察
に
よ
り
明
か
に
せ
る
男
出
生
超
過
は
、
此

論

議

統
計
に
よ
る
凶
呆
闘
係
自
研
究

第
二
十
ニ
巷

(
第
三
聾

占
/、

岡
田
三
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ト
ピ

論

護

韓
計
に
よ
る
囚
果
踊
保
田
碗
究

第
二
十
三
巻

(
第
三
現

四
四
四

大
田
)

現
象
を
左
右
す
べ
き
一
般
原
因
に
蹄
す
ぺ
し
己
言
ふ
場
合
、
吾
人
は
是
等
一
般
原
因
の
何
た
る
hr
を
金
〈
綿
設
す

る
を
得
守
、
そ
の
他
出
生
又
は
死
己
の
常
頻
繁
率
、
犯
罪
の
頒
繁
率
等
を
惹
起
す
べ
き
一
般
原
因
に
つ
き

τも
、
同

様
に
謂
ひ
得
べ
し
、
普
通
に
そ
の
事
例
に
関
係
ゐ
る
諸
事
由
中
、

一
部
は
不
詳
な
り
、
叉
そ
の
存
在
を
見
ぎ
る
こ

己
も
推
測
き
れ
得
ぺ

L
、
而
し
て
を
は
虞
ら
〈
は
統
計
的
研
究
上
、
最
も
普
通
な
る
場
合
な
り
、

か
〈
て
叉
統
計

に
よ
る
因
巣
訓
係
研
究
に
は
、
普
通
に
諸
制
限
を
伶
ム

Z
も
嗣
慨
し
得
ぺ
し
、
郎
も
そ
の
研
究
仁
よ
り
因
果
関
係
を

着
想
せ
し
め
得
ぺ
〈
、
叉
進
み
て
有
盆
な
る
確
認
的
統
計
的
調
査
、
引
績
け
る
諦
観
察
、
最
上
の
場
合
に
は
貫
験

に
向
ふ
の
門
を
聞
き
得
ぺ
き
も
、
起
源
に
閲
す
る
一
法
制
の
立
定
に
つ
き
て
は
、
物
理
的
又
は
化
事
的
貫
駿
に
比

そ
の
研
究
に
よ
句
大
量
に
遁
用
さ
る
べ
き
平
均
結
果
を
佼
け水

得
ぺ
き
も
、
各
個
暗
に
つ
き
之
を
巌
正
に
適
用
せ
ん
か
、
大
誤
謬
に
陥
ゐ
り
易
し
ご
す
べ
き
ニ
吉
正
の
こ
な
り
、

肩
せ
し
む
る
を
得
予
言
す
べ
き
こ
芭
そ
の
一
な
旬
、

之
が
詳
論
は
白
か
ら
統
計
話
例
の
研
究
に
委
旧
制
べ
き
所
な
る
が
、
以
下
専
ら
両
日
H

ん
と
す
る
所
は
、
明
白
に
指
摘

き
れ
得
ぺ
吉
原
図
的
諸
特
定
因
子
に
閥
す
、
男
女
別
、
年
齢
別
叉
は
職
業
別
に
よ
り
、
諸
現
象
仁
及
ぼ
す
影
響
を

問
は
ん
ご
す
る
が
如
き
は
然
り
、
素
よ
り
前
記
幾
多
僚
件
の
複
合
た
る
一
般
原
悶
ご
、

か
、
る
特
殊
因
子
Z
の
間

i← 

に
特
別
の
一
関
係
は
存
す
、

一
例
に
よ
O
之
を
明
か
に
せ
ん
に
、

一
国
の
死
巳
率
は
国
民
り
憧
質
、
経
済
事
情
、

気
候
事
情
、
そ
の
他
幾
多
事
情
的
競
合
よ
り
な
れ
る
、

一
般
原
因
に
よ
り
左
右
Z
る
、
も
、
仮
り
に
男
女
士
分
も

研
究

L
、
か
く
て
性
別
は
死
亡
の
頻
繁
税
度
に
、
影
響
す
べ
雪
ニ
デ
ゼ
明
か
に
せ
り
ご
せ
ん
か
、
之
が
た
め
に
男

C王 A.Newsholme， The Elem.ents of V】talStatistics. Ncw ed・23pp 
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及
女
に
つ
き
全
然
斉
一
な
る
一
般
原
因
は
存
せ
ぎ
る
こ
吉
、
換
言
す
れ
ば
全
人
口
は
死
巳
に
闘
し
純
一
一
慢
を
快
け

る
こ
ご
、
寧
ろ
死
己
の
一
般
原
因
複
合
及
そ
の
殺
カ
は
・
男
女
別
に
品
川
ち
て
問
は
る
、
の
要
あ
る
を
察
知
す
ぺ

し
、
要
す
る
に
伺
々
の
原
図
的
特
殊
因
子
に
究
め
及
ぽ
す
は
、

一
般
原
因
を
一
屠
純
一
的
な
る
、
部
分
複
合
に
1
7

解
す
る
こ
ご
を
意
味
す
も
そ
の
外
向
注
意
す
日
へ
き
は
統
計
上
取
扱
は
る
、
原
因
概
念
ご
し
て
、
右
二
積
原
因
の
加

〈
、
個
別
事
例
の
大
量
に
影
響
L
、
大
量
現
象
の
形
態
上
毛
の
影
響
を
窺
は
し
む
べ
き
も
の
以
外
に
、
第
三
間
の

も
の
あ
る
こ
吉
な
り
、
即
も
間
々
税
取
ム
り
に
臨
時
し
、
個
別
の
事
例
に
つ
き
問
は
る
べ
き
具
盤
的
原
因
(
死
因
、

2
2

原
凶
、
傷
害
白
原
同
一
鶴
市
)
は
、
右
の
二
者
ご
恒
別
す
吋
き
も
、
之
が
調
査
の
結
果
は
や
が
て
叉
統
計
的
類
別
研
宛
の
、
材

料
金
授
〈
べ
き
や
謂
ふ
迄
も
な
し
。
別
に
叉
統
計
以
外
に
存
立
す
べ
き
諸
政
策
、
観
A
T
ば
一
新
法
律
又
は
関
税
の

影
響
も
、
統
計
上
間
々
問
題
正
し
て
取
扱
は
る
、
こ
ご
ゐ
h
J
、
そ
は
そ
の
政
策
の
採
用
以
前
に
か
、
る
計
数
さ
、

そ
の
以
後
の
計
数
己
を
比
較
す
る
こ
正
に
よ
h
J
、
立
詮
さ
れ
得
ぺ
し
。
統
計
は
叉
間
々
他
の
統
計
を
援
用
し
、
費

展
よ
特
殊
の
一
一
傾
向
を
生
ま
し
め
た
る
、
大
原
因
を
査
定
す
る
ニ

Z
に
よ
り
・
ぞ
の
傾
向
そ
の
も
の
を
蒋
明
す
、

仮
令
ば
戟
守
前
に
於
け
る
濁
逸
婦
人
超
過
の
減
少
を
、
海
外
移
住
減
退
に
よ
b
層
明
す
る
が
如
き
之
な
り
時

=
通
統
計
に
よ
る
因
呆
閥
係
研
究
法
も
、
論
理
的
因
果
関
係
肝
究
法
の
穂
用
た

-t
印
ち
一
致
法
、
検
差
法
及

並
行
麺
化
法
の
由
服
用
た
り
、
凡
て
甲
て
ふ
事
賓
が
如
何
な
る
関
聯
に
繋
が
れ
て
起
る
を
問
は
争
、
常
に
乙
を
伴
ム

こ
ご
を
費
見
せ
ん
か
、
吾
人
は
一
致
法
に
よ
り
甲
が
乙
の
原
因
だ
る
こ
さ
ぜ
断
争
、
叉
乙
が
常
に
甲
に
つ
れ
て
超

論

護

四
回
豆

統
計
に
よ
る
悶
呆
岡
部
町
研
究

第

観

第
二
十
=
巻

究
五
』

Cf. ~izek， Grundriss der Statistik. 2. A. '23 55. 175， 176. 4昏
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1却ト

lリ

諭

議

四
回
大

統
計
広
主
を
因
果
鴎
係
自
肝
究

(
第
三
拐

〆、
4 ーノ、
) 

第
二
十
ニ
巻

る
も
、
丙
、
丁
、
戊
等
に
つ
れ
て
超
ら
宇
さ
せ
ん
炉
、
論
理
上
一
致
法
の
一
義
ご
す
べ
き
検
差
法
に
従
ひ
て
、
そ
の

間
の
因
果
関
係
を
断
?
、
最
後
に
甲
に
於
け
る
一
一
緩
化
は
、
常
に
己
に
於
け
る
一
援
化
を
伴
ム
ニ
z
h
ι

畿
見
せ
ん

か
、
吾
人
は
並
行
援
化
の
方
法
に
よ

h
、
因
果
関
係
の
査
定
に
到
達
す
、
統
計
事
に
あ

h
て
も
右
三
方
法
は
凡

て
、
統
計
的
因
果
関
係
研
究
の
用
に
供
せ
ら
る
、
も
、
就
中
最
も
康
〈
用
ゐ
ら
る
、
は
、
検
査
法
〈
号
吉
区
内
ロ

ι日

C
R
n
E口
一
号
待
♂
ロ
-
F
H
2
N
E
2
-
E含
及
並
行
系
列
の
方
法
〈
己
宣
言

=ι24pz=。
-
2
同
巳

F
E
(逆
行
闘
揮
。
在
定
を
合

む
)
又
は
照
感
法
問
2
4
0
z
z
o
p
開
口
宮
古
ぬ
れ
『
言
問
な
り
。

=
一
、
検
差
法
は
大
量
の
1
7
解
己
、
分
類
さ
れ
た
る
諸
部
分
の
比
較
的
考
察
よ
り
成
る

(
分
類
及
別
扶
口
一
『
2
2
N
H
2
5開

ロロ〔出回
ω
。一元『

5
m
か
〈

τ
同
泊
三
EM百
回
目
如
き
は
知
別
分
解
法

F
Z子
2
r
pず
円
台
『
戸
高
唱
。
-
回
目
ュ
。
問
2
3
叫
と
呼
e
へ
り
)

俄
A

ザ
ば
人
口
の
総
大

量
を
男
女
別
に
分
も
、

か
く
分
た
れ
た
る
部
分

か
く

τ男
女
別
の
原
図
的
意
義
を
明
か
に
す
る
の
目
的
を
以
て
、

を
諸
方
面
に
つ
き
て
考
察
す
、

さ
れ
Y
」
か
、
る
研
究
は
形
成
さ
れ
た
る
人
口
の
部
分
大
量
が
、
男
女
別
に
よ
り

τ

の
み
相
違
を
示
す
ニ

Z
、
そ
の
以
外
に
何
等
の
相
逮
存
せ

3
る
こ
ご
を
傑
件
正
す
、
若
し
か
、
る
品
部
分
の
相
蓬

炉
、
同
情
A
T
ば
配
偶
関
係
、
年
齢
、
職
業
の
別
等
に
よ
り
て
も
存
す
る
ご
き
は
、
右
部
分
大
量
を
是
等
の
事
項
に
よ

り
て
真
に
p

渦
分
し
、
是
等
諸
因
子
の
原
図
的
意
義
を
明
か
に
す
る
こ
己
、
す
べ
し
、
仮
A
T
ば
職
業
別
死
己
の
研
究

に
ゐ
り
て
は
・
諸
職
業
に
従
事
せ
る
人
々
の
年
齢
を
も
亦
問
ふ
の
要
わ
る
が
如
き
之
な
り
、
凡
て
そ
の
手
績
は
賞

際
原
因
の
究
明
よ
り
も
、
寧
ろ
可
能
原
因
の
究
明
に
蚤
守
己
も
謂
ひ
符
べ
き
所
な
り
、
而
し
て
圭
の
原
因
の
洞
察

Cf. Winkler， Statistik. '25 55. 106， 107. 4陪
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は
各
積
の
困
チ
を
刻
挟
す
る
こ
ご
に
よ
与
て
の
み
這
せ
ら
る
ア
ー
、

そ
は
費
験
の
一
代
用
た
ら
さ
も
謂
ひ
得
ぺ

し
、
寅
験
も
同
一
の
根
本
思
想
に
本
づ
き
て
行
は
る
、
所
な
れ
ど
、
「
耽
合
研
究
の
範
圏
に
あ
h
て
は
感
用
き
る
、

を
得
歩
。
之
さ
共
に
研
究
者
に
よ
る
諸
分
類
組
合
せ
考
察
の
後
案
は
、
既
に
現
存
せ
る
一
統
計
分
類
を
本
ご

L
て

後
せ
ら
る
、
こ
=
あ
り
、
或
は
究
因
の
可
能
及
葦
然
に
闘
す
る
非
統
計
的
推
測
ご

L
て
、
生
活
上
の
普
遍
経
験
よ

h
J
生
み
出
さ
る
、
も
の
に
促
苫
引
、
統
計
計
数
に
つ
き
新
た
に
一
の
特
殊
分
類
ぞ
遂
げ
・

か
〈
て
ェ
、
の
統
計
分
類

に
よ
り
、
非
統
計
酌
推
測
を
駿
め
さ
ん
ご
試
む
る
に
至
る
こ
ぜ
あ
ち
、
後
の
場
合
殿
正
な
る
皐
問
的
仕
方
に
よ
h

究
む
る
-
』
ご
な
し
ご
せ
ん
か
、
偏
頗
統
計
に
陥
ゐ
る
の
危
険
あ
ち
ご
す
、
而
し
て
阪
に
現
存
せ
る
一

統
計
分
類

は
、
物
的
又
は
湯
所
的
又
は
時
間
的
分
類
正
し
て
・
物
的
、
場
所
的
叉
は
時
間
的
元
素
に
関
す
る
因
果
関
係
の
、

根
援
強
き
推
測
に
進
ま
し
め
得
〈
し
、

か
、
る
研
究
法
を
材
料
の
性
質
に
よ
り
、
従
ひ
て
定
費
的
方
面
に
よ
る
も

の
ご
・
材
料
の
定
限
R
A
大
き
換
言
す
れ
ば
そ
の
定
量
的
方
面
に
よ
る
も
の
ご
に
、
分
つ
こ
吉
、
す
る
も
一
目
薬
た
ら

ん
、
定
質
的
大
量
分
解
の
例
ご
し
て
は
、
職
業
さ
死
巳
=
の
因
巣
関
係
究
明
を
皐
げ
得
ぺ
〈
、

ι、
の
際
職
業
に
よ

b
死
己
に
及
ぼ
す
影
響
の
、

一
表
明
を
放
的
得
ぺ
'
L
、
定
量
的
大
量
分
解
の
一
例
ご
し
て
は
、
乳
児
死
己
主
用
調

ご
の
関
係
を
翠
げ
得
ぺ

L
、
剖
-
e
h
J

各
月
又
は
各
遁
乳
児
死
己
毅
吉
、
同
一
時
別
に
よ
る
卒
均
気
温

f
f比
較
し
、

か
C
て
暑
季
に
よ
h
死
亡
が
如
何
に
影
響
さ
る
、
加
の
一
事
相
を
牧
む
べ

L
叫

回、

一
般
に
物
的
究
因
一
冗
棄
に
つ
き
て
考
ふ
る
に
、

一
事
費
俄
A
H
ば
出
産
に
つ
き
て
の
出
生
及
死
産
別
が
、
他

論

護

統
計
に
上
る
凶
果
閥
冊
目
研
究

第
二
十
二
巻

(
吊
三
披

六
七
)

四
四
七

Cf. Newsholme， op・cit.，p. 53r; Conrad， 5tatistik， I. S. A. '23:5. 36; 
v. Mayr. Theoretische Statistik 2，. A. • 14 S. 204; Tyszl品.Statistik， 1. '24 
S. 61 
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h

入
)

同
四
入

面白

5撞

統
計
に
よ
る
N
呆
闘
冊
目
研
究

第
二
十
三
容

1量

規

ω
一
一
品
質
似
A
T
ば
男
女
別
に
よ
b
囚
県
刷
係
的
に
、

心
血
布
古
品
、
か
を
磁
か
め
ん
ご
欲
せ
ば
、

出
生
及
死
産
別
を

男
女
別
に
細
分
す
る
以
外
に
、

施
す
ぺ
善
方
法
ほ
し
、

か
〈

τ男
女
別
の
新
細
別
上
、

一
定
の
度
以
上
に
上
る
ぺ

き
相
違
を
墨
す
る
か
を
験
す
る
ニ
正
、
し
、
高
一
か
、
る
相
違
を
一
市
せ

h
t
せ
ん
か
、
詩
人
は
男
女
別
が
前
記
出

産
の
品
川
3

鈎
に
、
因
果
の
関
係
ゐ

b
ご
説
〈
、

手
の
反
謝
に
き
程
の
相
遣
を
示
3
4ヲ
ピ
せ
ん
か
・
吾
人
は
そ
の
一
概

-
銭
の
み
に
よ
り
て
は
、

一
因
川
市
岡
係
の
敏
如
も
断
す
る
を
得
守
、
剖
も
そ
の
閥
聯
の
影
響
が
、

反
謝
の
方
向
に
働

〈
べ
、
喝
さ
偶
因
の
撹
乱
に
よ

b
、
打
消
さ
る
、
こ
ピ
も
ゐ

b
得
ペ
し
、

さ
れ
ば
そ
の
際
に
は
一
因
果
関
係
が
、
葦
然

的
に
存
在
せ
十
ご
す
べ
き
二
正
、
恨
り
に
存
在
し
た

h
Z
す
る
も
、

そ
は
何
れ
仁
し
て
も
強
大
な
ら

F
る
こ
ご

を
、
確
か
め
得
る
の
み
た
ら
ん
、
今
之
を
本
邦
道
府
勝
大
正
十
=
一
年
中
の
出
産
に
つ
き
て
察
す
る
に
、
左
表
の
如

し
(
捗
回
十
回
回
統
計
年
鑑
問
ニ
頁
事
岡
)

産

産

計

剛

生

比

例

鍛

死
(
出
産
百
巾
)

九一-了
λ

六・二
五・穴

~_ u 
z死
、
七
ヒ
七

生
一民

て

ο-
丸、
1
1
λ
λ

九
七
λ
、
宜
三
ニ

出

一
、
o
λ
士
、
七
六
五

て
七
三
大
、
ニ
三
九

丸
岡
・
四

男

五
七
、
七
O
七

文

一
一
一
亙
、
λ
=
一
九
(
イ
工
一
、
一
二
回
二
=
五
九
(

4

)

丸
R~ 

五・丸

音十

て
丸
九
λ

、E
ニ
O

仰
噌
(
イ
)
男
女
別
計
般
の
相
と
符
合
せ
古
る
は
、
男
女
不
詳
山
材
料

E
も
算
入
せ
る
が
た
め
な
り
、

出
生
及
死
産
に
ゐ

h
て
は
男
女
別
に
よ
る
相
違
は
右
の
如
〈
大
な
ら
守
、

か
、
る
小
相
違
は
偶
然
の
撹
乱
に
よ



出

死
k
 

愉

az六
七
、
ヒ
七
七 産

計

由

主完
了制J
λ 般

山
虚
l可

) 

死

査

'iia量

3置

統
詩
に
よ
る
同
果
闘
揮
。
肝
究

第
二
十
二
審

へ
第
三
櫨

六
凡

幽
四
λ

の
一
事
質
問
同
A
T
ば
男
女
別
に
よ
り
囚
川
市
刷
係
的
に
、
左
右
さ
晶
、
ゲ
ピ
確
か
め
ん
己
欲
せ
ば
、
出
生
及
死
産
別
を

男
女
別
に
細
分
す
る
以
外
に
、
施
す
ぺ
き
方
法
な
し
、

か
(
て
男
女
別
の
新
制
別
上
、

一
定
の
度
以
上
に
上
る
べ

き
相
違
を
呈
す
る
か
を
験
す
る
こ
正
、
し
、
高
一
し
か
、
る
相
違
を
一
不
せ
ι
リ
ピ
せ
ん
か
、
五
日
人
は
男
女
別
が
前
記
出

産
の
分
類
に
、
因
果
の
聞
係
ゐ

b
t
説
(
、

手
の
反
劃
に
き
程
の
相
遣
を
一
市
古
宇
ご
せ
ん
か
、
吾
人
は
そ
の
一
概

山
説
明
の
み
じ
よ

h
て
は
、

一
因
果
閥
係
の
快
刻
も
断
す
る
を
待
す
、
郎
も
そ
の
闘
聯
の
影
響
が
、
反
岨
到
の
方
向
に
働

く
べ
き
偶
因
の
撹
乱
に
よ

b
、
打
消
古
る
、
こ
ご
も
ゐ
b
得
〈
し
、

3
れ
ば
そ
の
際
に
は
一
因
果
闘
係
が
、
蓋
然

的
に
存
在
世
十
ご
す
ぺ
き
こ
と
、
川
相
ム
リ
に
存
在
し
た

h
Z
す
る
も
.

毛
は
何
れ
に
し
て
も
強
大
な
ら
ざ
る
こ
ご

を
、
確
か
め
得
ゐ
の
み
た
ら
ん
‘
今
之
を
本
邦
道
府
腕
大
正
十
三
年
中
の
出
産
に
つ
き
て
察
す
る
に
、
左
表
の
如

し
(
附
静
岡
十
凶
回
統
計
年
鑑
四
二
珂
参
同
)

男

生
原

一、
O
一九、ー九人λ

九
七
八
、
五
三
ニ

一
、
o
λ
七
.
七
六
五

ノ、

計

一
、
1・1
λ
、
五
ニ
Q

一
、
心
三
六
、
二
三
九

一
三
五
、
λ
=
一
九
(
イ
)
二
、
一
二
四
、
=
一
五
丸
(
イ
)

五
七
、
七
O
七

九
四
・
凹

五

立

丸
匹可

E

・4λ

備
品
ガ
(

4

)

男
女
別
計
抗
心
和
と
符
合
せ
ざ
る
は
、
男
女
不
詳
山
材
料
を
も
品
入
せ
る
が
た
め
な
り
、

出
生
及
死
産
に
ゐ

h
τ
は
男
女
別
に
よ
る
相
違
は
右
の
如
〈
大
な
ら
守
、

か
、
る
小
相
違
は
偶
然
の
撹
乱
に
よ



疑
も
な
〈
死
C
市
平
又
は
死
己
蓋
然
数
を
、
畑
山
配
偶
者
及
有
配
偶
者
仁
分
も
算
定
す
る
の
要
ゐ
h
・
き
れ

E
一
旦
年

一一寸

前

f提

統
計
に
よ
る
凶
呆
胸
保
内
研
究

第
二
十
二
番

(
鈴
三
強

ヒ
O 

四
五

O

問

ω因
果
関
係
を
験
的
し
得
べ
し
、
年
齢
別
死
亡
頻
繁
率

一
特
定
年
齢
死
己
の
配
偶
関
係
別
は
、
之
が
質
例
に

供
す
べ
[
、
年
齢
別
死
己
頻
繁
率
の
計
算
は
‘
年
齢
に
よ
h

死
む
ユ
頻
繁
皮
に
版
図
的
一
影
響
を
及
は
す
や
の
、
吟

味
合
途
ぐ
る
こ
ピ
以
外
に
他
の
意
義
官
有
せ
す
・
進
み
て
死

C
頻
繁
皮
の
配
偶
聞
係
別
を
吟
味
せ
ん
正
欲
せ
ば
、

齢
に
よ
b
死
じ
に
及
ぼ
す
影
響
を
認
識
せ
る
後
、
別
に
右
細
川
研
究
の
み
を
試
む
る
丈
け
に
て
は
足
れ

h

Z
せ

す
、
郎
ち
胸
部
配
偶
者
H
A
有
配
偶
者
が
、
斉
一
な
る
死
む
危
険
を
有
廿
一
る
際
に

τも・
是
の
死
己
牢
に
高
低
の
差
を

示
す
こ
ピ
あ
る
ペ
し
、
蓋
し
無
配
偶
者
中
に
は
有
配
偶
者
中
に
於
り
る
よ

h
も
、
年
少
の
人
々
に
宮
め
b
、
従
ひ

て
此
事
貨
を
無
酬
し
漫
然
二
者
を
比
較
す
る
ご
き
は
、
不
祷
の
構
成
に
よ
れ
る
大
量
を
取
扱
ふ
マ
』
正
、
な
れ
ば
な

h
、
古
れ
ば
そ
の
際
同
様
な
る
一
切
の
事
例
に
於
け
る
ご
等

L
〈、

か
、
る
諸
原
因
並
立
影
響
の
支
配
を
、
交
互

に
隔
絶
せ
し
む
る
の
要
ゐ
り
、
然

ι十
ん
ば
如
何
な
る
影
響
を
一
悶
に
、
叉
如
何
な
る
影
響
は
他

ω原
因
に
蹄
す

ぺ
旨
か
を
、
測
h
得

g
る
を
以

t
な
り
、
而
し
て
か
、
る
隔
絶
は
先
づ

1
分
類
本
例
の
場
合
な
ら
ば
年
齢
に
よ
る

一
類
別
を
試
み
、
次
い
で
右
第
一
一
狐
別
の
各
類
に
つ
き
・

そ
の
以
外
の
細
別
を
試
む
る
こ
正
に
よ
b
行
は
る
、
従

ひ
て
多
(
の
原
凶
的
特
徴
に
よ
る
原
因
研
究
は
、
必
要
に
肱
じ

τそ
の
放
を
増
す
ぺ
量
、
諸
制
判
微
に
斗
れ
る
諸
特

徴
組
合
せ
を
生
す
ぺ

L
、

一
例
に
つ
き
て
設
か
ば
.
年
齢
安
定
問
)
及
配
偶
関
係
(
臨
め
さ
る
べ
き
)
の
並
立
影
響
に
開

し
て
は
、
無
配
偶
者
及
有
配
偶
者
の
各
同
一
樹
級
別
式
げ
に
つ
吉
、
交
互
比
較
を
議
ぐ
べ
し
ピ
の
要
求
を
生
守
、



試
み
に
弐
表
に
つ
き
之
を
袋
せ
よ

端
抽
唱
に
勝
て
一
九
一

O
丹
量
一
一
年
中
ニ

O
乃
王
三
札
歳
な
り
し
も
山

イ3

同P

t唱

生瞳

配

倒

者

凶
六
三
六
-
一

o

四
三
四
二
八
二
五

存

哩Z

者

一七

1
t
L

F

，
ゴ

一
一
一
一
三
力
六

死

事
(
一
高
に
つ
き
)

JE 

L: 

五
回

か
〈

τ右
の
腕
究
に
於
け
る
死
己
婿
紫
皮
の
不
同
は
、
相
賞
に
大
な
る
が
た
め
に
、
本
質
的
た
り
ご
判
断
し
得

べ
〈
、

不
り。

そ
は
同
一
題
目
に
闘
す
る
一
切
の
研
究
上
、
従
前
に
ゐ
り
て
も
後
見
さ
れ
た
る
所
な
る
に
よ

h
愈
々
然

要
す
る
に
物
的
究
囚
元
来
の
研
究
に
あ
り
て
は
司
部
分
大
量
を
ど
り
て
そ
の
線
大
量
に
於
り
る
構
成
や
問
。
、

又
は
之
を
他
の
相
嘗
な
る
部
分
大
量
芭
比
較
す
る
こ
ピ
に
よ
b
、
特
に
之
に
近
づ
き
得
ぺ
し
ピ
汎
言
す
る
を
得

ん
、
簡
単
に
向
之
を
例
示
せ
ん
か
、
犯
人
大
量
の
年
齢
及
男
女
構
成
を
・
会
人
口
の
相
蛍
構
成
正
比
較
研
究
L
、

か
〈
て
男
子
特
に
叉
特
殊
齢
級
に
嵐
す
る
の
事
質
は
、
非
行
上
特
殊
の
相
掛
的
増
進
ゃ
生
唾
し
む
る

ω、
原
図
た

h
z
の
認
識
(
特
定
の
計
附
虫
歯
に
よ
明
示
さ
れ
句
へ
き
)
を
途
げ
得
べ
し
、
同
様
に
限
A
T
ば
幼
者
死
己
の
出
生
姉
私
出
別

に
よ
る
刺
別
は
、
私
生
に
於
り
る
死
己
精
進
の
影
響
決
定
的
に

L
て、

の
あ

b
t
の
、
信
念
を
生
む
の
基
本
を
授
〈
。

一
様
に
叉
一
動
揺
閤
内
を
昇
降
す
〈
き
も

統
訪
叫
に
よ
る
同
果
醐
係
自
岬
究

第
二
十
二
審

iii 
掠

諭

議

七

) 

四
五

cit.， 55. 108， 109. 
cit.， S. 204 

Cf. Winkler， Op 
Cf. v. MaYl'， op 
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諭

識

統
計
匹
よ
る
凶
呆
附
保
白
研
究

第
二
十
二
審

協

組

七

) 

回
五

宜、

4
T
析
先

ω似
宜
に
資
1

る
の
目
的
上
、
幾
多
の
原
因
的
論
凶
子
ピ

L
て
、
統
計
的
研
究
上
由
来
立
鐙
古
れ

た
る
も
の
、
一
要
，
闘
を
授
り
ん
か
、
第
一
に
諸
方
面
仁
そ
の
影
響
を
、
及
ぼ
す
べ
き
一
因
子
は
性
な
h
，
、
見
千
交
正

は
死
己
頻
繁
度
、
毒
命
、

犯
罪

自
殺

ω
頻
繁
由
民
を
異
に

L
、
皿
百
刺
活
動
に
従
劫
す
る
割
合
を
異
に
す
る
が
如
き

之
な

h
.
同
総
に
年
齢
の
影
響
も
柿
々
な

h
、
似
A

ザ
ば
現
存
者

ω男
女
別
、

死
己

ω頻
繁
皮
、

引

ντ
叉
議
命
、

擁
病
の
頻
繁
度
、
帥
営
利
活
動
者
の
割
合
、
貸
録
制
、
自
殺
率
そ
の
他
多
〈
の
計
数
以
、
年
齢
に
よ
り
動
指
昔
、
配

偶
刷
係
も
亦
特
殊
の
影
響
を
及
ぼ
す
4
h
c
ニ
正
は
、
前
に
例
議
ゼ
る
が
如
し
、
又
郡
部
の
相
迩
は
影
響
す
る
所
大

な
h
、
帥
も
都
榔
人
口
聞
に
は
.
年
齢
の
構
成
、
出
生
死
じ
の
頻
繁
度
等
に
つ
き
相
違
ゐ
h
，
、
都
に
於
け
る
生
活

は
田
舎
に
於
り
る
生
活
に
比
し
、
諸
方
向
に
即
時
れ
る
mw響
を
及
ぼ
す
べ

L
、
都
齢
別
研
究
を
推
し
繍
げ
た
る
も
の

は
、
自
治
館
大
小
階
級
別
の
研
究
な
旬
、
般
令
ば
軍
人
令
指
者
山
り
比
蕊
・
、
窮
民
卒
、
失
業
者
の
割
合
、
死
口
敏
、
賃

銀
額
輪
一
寸
が
、
人
口
集
散
税
梅
田
別
に
よ

b
、
特
別
の
仕
方
に
て
勤
抗
す
べ
き
ζ

正
は
一
不
吉
れ
に
ち
、
質
仁
右
的
集
散

閥
係
上
一
定
の
等
級
別
正
し
て
一
不
吉
れ
た
る
人
口
の
、
融
合
的
特
質
似
令
ば
職
業
の
和
類
、
繭
一
肱
階
級
、
宗
殺
の

所
胤
別
等
に
よ
り
、
問
は
れ
た
る
土
着
事
情
の
研
究
は
、
場
所
的
究
凶
一
冗
お
か
」
特
に
枇
曲
目
民
文
的
方
面
に
尋
ね
ん

ご
す
る
も

ω
正
し
て
、
重
ん
す
ぺ
き
所
な

h
、
信
数
も
亦
一
定

ω影
響
を
及
ぼ
す
べ
〈
、
国
民
的
人
判
的
悶
子
も

同
様
な
h
、
職
業
別
及
職
業
上
の
地
位
に
よ
h
J
、
種
々
の
民
文
的
叉
経
済
的
諸
現
象
(
似
合
H

相
批
且
事

L
g
に
及
ぼ

す
影
響
は
、
極
め
て
重
要
な

h
、
踊
枇
程
度
は
叉
影
響
す
る
所
極
め
て
著
L
、
何
回
向
。
-
及
印
n
F
S
F
O
の
法
則
は
、

『



繭
祉
程
度
に
よ
b
食
料
費
及
住
居
費
仁
、
及
ぽ
す
影
響
を
取
扱
ふ
、

一
定
時
動
仁
於
り
る
人
口
を
、
諸
階
級
に
分

つ
ぺ
き
繭
一
肱
階
級
正
、
普
通
級
協
相
事
情
の
時
間
的
動
揺
ぜ
は
、
之
を
国
別
す
べ
し
、
酒
や
の
現
象
般
A
T
ば
結
婚
、

出
生
、
死
C
・
が
外
移
住
、
犯
非
、
自
殺
等
は
、
経
務
事
情
に
従

οて
勤
務
す
、
索
よ
ち
吾
人
は
普
通
経
済
事
情

を
、
統
計
上
底
接
に
捕
捉
す
る
を
得
守
、
諸
兆
候
(
政
側
、
失
識
者
齢
班
、
求
職
者
針
、
救
助
さ
れ
た
る
貧
民
脂
、
外
岡
貿
易
町
、
貯
金

商
毎
)
に
よ
h
満
足
す
る
の
要
ゐ
b
、
経
済
事
情
の
時
間
的
動
拡
が
、
諸
一
耽
曾
階
級
の
経
済
的
不
同
に
比
L
、
部
分

的
に
同
時
れ
且
影
響
を
及
ぼ
す
こ
ご
は
興
味
め

b
、
仮
令
ば
人
口
を
繭
蹴
階
級
に
区
別
せ
ん
か
、
嫡
出
出
生
数
は
一
珊

「
祉
を
進
h

げ
る
に
従
ひ
、
減
少
す
る
を
見
る
も
、
経
済
事
情
の
附
閥
的
勘
携
に
あ
h
τ
は
、
間
々
之
ピ
反
劃
の
影
響

を
伺
は
し
む
、
即
ち
経
済
事
怖
の
各
改
良
は
出
生
放
を
増
し
、

そ
の
各
感
化
は
之
を
低
下
せ
し
む
、
か
〈
そ
の
影

醐
官
を
異
に
す
る
こ
ピ
は
・
枇
曾
心
理
的
に
解
稗
す
る
の
外
な
し
、
卸
ち
甲
の
場
合
に
あ
り
て
は
、
人
口
内
に
於
り

る
経
済
上
の
永
縦
的
相
逗
に
闘
す
、
額
梼
上
の
地
位
良
好
な
る
の
事
貨
は
、
間
々
一
耽
曾
心
理
的
に
子
歎
制
限
の
動

機
hr
生
悲
し

U
、
之
に
反
し
偶
然
会
人
口
に
影
響
す
べ
き
甑
務
事
情
改
善
は
、
蕃
殖
の
範
固
に
於
げ
る
諸
障
碍
を

除
〈
の
傾
あ
・
り
‘
特
に
結
婚
欽
を
大
な
ら
し
め
、
か
(
τ
出
生
数
増
加
企
促
す
ぺ

L
、
特
に
原
図
的
困
予
言
し
て

の
経
済
事
情
周
期
的
動
絡
は
興
味
ゐ
・
り
、
貫
に
民
文
現
象
綬
済
現
象
に
し
て
、
恐
慌
及
不
且
品
説
賦
勝
正
循
識
す
べ

語
、
好
A
M
訴
の
影
響
を
多
少
反
映
せ
し
め

F
る
も
の
、
殆
ん
ど
な

L
t
言
ふ
べ
〈
、

そ
の
影
響
も
亦
車
純
な
ら
ず

し
て
、
往
々
人
の
意
表
仁
出
づ
、
仮
令
は
一
公
娼
に
謝
す
る
需
用
は
、
好
景
気
の
際
に
増
す
べ
き
を
以
て
、
そ
の
際

輪

叢

粧
計
に
よ
る
因
果
闘
係
自
研
究

第
二
十
ニ
巻

〔
第
三
韓

七
三
}

凹

E--
一



市首

議

統
計
に
よ
る
同
県
刷
係
自
研
先

第
二
十
二
番

(
第
三
貌

四
五
回

公
山
畑
数
を
増
す
べ
き
や
、
楽
す
る
に
難
か
ら
十
ご
雌
も
、

イ4
向、

主4
μ) 

|凝

も
)w 
Hほ
ー寸

fJI ← 
tIjデ函
L一一 、J

市止
時

1J' 
'j-

を
婚
す
点主

日
日
き
主
、

l

l

 

必
十
し
も
人
山
推
測

L
得

3
る
出
川
な
る
一
ヘ

L
b
出
叫
き
範
闘
に
大
協
叩
認
を
及
ば
す
べ
き
、

H
己
」
骨

HZs

a

同号一
μfν

コ;一一μ
E
l

以
外
に
術
そ

ω服
排
出
伏
、
4
4
L

一
範
凶
じ
限
ら
る
ぺ
注
、
附

m
N的
誠
一
冗
本
め
る
は
常
然
な
り
、
似
A

ザ
ば
農
業
経
傍

ω大

さ
は
、
土
地
利
用
方
法
、
制
訟
の
大
き
及
川
棚
刻
、
機
械
の
利
川
に
影
響
わ
h
、
乳
児
凶
傍
養
方
法
は
そ
的
死
じ
欽

に
影
響
ゐ

h
。

そ
の
外
人
間
外
に
存
す
べ
き
自
然
的
諸
附
子
を
阿
ふ
べ
l
し
、
特
仁
時
妹
仁
季
節
以
統
計
に
示
古
品
、
如
(
、
多

数
の
民
文
現
象
縦
憐
現
象
道
州
出
統
計
現
象
に
、

一
大
影
響
を
布
す
、
夫
れ
一
一
般
に
究
凶
壬
識
を
時
別
に
求
め
ん
Z

す
る
叫
引
先
は
‘

ニー休

ω
仕
方
に
分
ち
て
説
話
得
べ
し
、
即
ち
戒
は
抽
象
的
時
特
に
季
節

ω経
過
正
、
統
計
に
正
ら

れ
た
る
特
殊
現
象
的
強
度
ご
の
問
、

如
何
な
る
税
皮
的
剛
聯
ゐ
る
か
を
、
語
切
な
る
材
料
蕗
理
に
よ
ち
、
看
破
す

る
こ
芭
仁
嗣
[
得
べ
し
、
之
が
僚
件
は
材
料
に
つ
き
柏
麟
な
る
季
節
的
分
断
嗣
あ
る
一

v
E
な
り
、
而
も
亦
究
凶
手
紙

を
深
刻
に
準
め
得
る
た
め
に
は
、
行
政
統
計
上
惜
h
u
べ
〈
も
漫
々
そ
の
例
ゐ
る
が
如
(
、
右
材
料
の
総
和
的
終
日
品

計
数
に
剛
山
b
、
之
を
見
る
の
み
な
ら
す
、

之
が
晶
一
刺
な
る
場
所
的
物
的
分
断
闘
に
つ
き
て
も
、
右
の
H
T
師
閉
め
る
を
可

ご
す
.

か
、
る
影
響
山
例
議

E
L
て
は
、
勢
働
市
場
内
航
川
内
特
殊
物
品
の
市
内
江
、
制
引
歩
合
等
の
如
〈
、
経
済

現
象
に
し
て
季
節
に
仰
山
崎
せ
る
節
季
営
、
完
〈
鮮
明
に
示
す
も
の
紗
か
ら

F
る
を
恐
げ
な
ぱ
足

h
な
ん
、
之
Z
共

に
特
に
大
な
る
布
地
樋
偏
怖
を
伴
へ
る
、
年
次
に
於
け
る
季
節
り
影
響
は
、
そ
の
調
子
を
高
h
U

る
こ
ご
を
注
意
す
ぺ

Zizek， op. cit.， SS. q6， Ql. 
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L
、
仮
A
T
ば
者
き
夏
は
小
児
死

C
e
f高
め
、
窪
、
さ
火
、
v

は
老
人
の
死
己
を
高
む
、

ぞ
の
外
時
刻
に
よ
ム
リ
勤
惰
す
。
へ
き

現
象
も
ゐ

h
、
出
生
り
頻
繁
度
の
如
吉
は
然
り
、
か
〈
て
識
別
聞
の
周
知
市
午
巾
、
季
節
及
日
時
に
相
肱
す
る
も
の

は
、
之
を
白
然
的
影
響
に
踊
す
べ
き
も
、

そ
の
他
週
日
に
よ
る
影
響
巾
に
は
、
制
曾
的
性
質
を
椛
ぶ
る
も
め
J

多

L
、
特
に
日
曜
の
生
活
振
り
は
、
月
限
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
す

4
L
、
取
規
則
一
止
し
き
一
閉
山
明
己
し
て
、
諸
制
別

統
計
に
よ

b
立
設
苫
れ
仁
も

ωが
、
例
別

ω如
何
な
る
自
然
カ
又
は
枇
品
目
力
に
よ
h
‘
志
川
崎
3
る
、
か
を
究
む
る

は
一
克
来
統
計
収
棋
の
分
た
ら
す
、
明
か
に
現
ι
什
せ
る
附
聯
を
計
数
的
仁
畿
見

L
た
り
ピ
什
一
ば
、
そ

ω立
を
旧
増
せ
る
も

の
ぜ
す
ぺ

l
一
、
似
令
ば
対
訴
の
周
期
仁
づ
き
、
問
中
者
或
以
之
を
以
て
終
掛
制
組

ω
基
本
、
一
台
慌
ら
〈
は
叉
特
燃
の

川
曾
心
理
的
元
素
己
関
脇
す
ご
し
、
戒
は
之
を
も
自
然
科
平
的
に
相
川
剛
押
せ
ん
正
し
、
経
済
恐
慌
ご
・
地

7々
の
吋
を

同
じ
う
じ
て
辿
れ
る
、
太
陽
築
制

ω指
摘
に
よ

h
、
之
を
鮮
制
作
ゼ
る
の
例
め
る
も
・
統
計
卒
者
と
し
て
か
、
る
例

究
山
内
出
立
入
る
は
、
強
ひ
て
そ
り
必
要
を
見
ナ
、
唯
ヲ
ぞ
の
際
結
論
の
遺
作
上
疑
義
を
生
ゃ
ん
か
.
場
合
に
よ
0
統
計

卒
者

r
L
て
、
特
殊
化
研
究
分
類
研
究
の
4
3
を
進
め
[
h
U

る
の
、

一
刺
戟
ご
な
る
こ
ピ
あ
ら
ん
。
究
闘
の
抽
象
的

時
別
一
冗
来
以
外
、
時
の
H
A
位
的
経
過
「
い
よ
る
凶
川
市
銀
ピ
[
て
.
認
識
さ
れ
ド
得
べ
き
も

ωも
重
大
な
る
意
義
ゐ
台
、

時

ω流
れ
の
中
に
捕
ま
る
、
議
勤
大
量
の
比
較
は
、
仏
川
も
凶
M

本
剛
係
立
川
4
り
た
め
に
、
傑
山
せ
る
芯
義
ゐ
h
.
研

究
家
の
才
を
胤
田
川
押
す
る
た
め
一
、
最
も
康
吉
途
は
認
に
聞
か
る

査
し
千
差
前
向
別
な
る
論
動
路
現
象
を
交
互
に
組
合

せ
、
そ
の
閥
永
遠
的
叉
は
一
時
限
h
の
恒
同
な
る
、
現
象
の
並
行
又
は
逆
行
闘
係
が
如
何
な
る
程
度
に
現
は
れ
、

言首

議

統
計
に
よ
る
凶
呆
附
係
白
研
究

弟
二
十
ニ
を

第

腕

b
五』

四
五
五



論

統
計
に
よ
る
凶
県
醐
係
の
研
先

(
第
三
挽

議

第
二
十
二
審

七
六
)

四
五
六

叉
そ
は
如
何
な
る
強
苫
に
て
現
は
る
、
ゃ
を
・
尋
ね
ん
ご
す
る
の
試
み
に
は
何
等
の
一
限
界
な
き
を
以

τな
b
、
此

貼
は
後
に
向
詳
設
す
べ
き
所
な
る
が
、
弦
に
注
意
す
ぺ
き
は
時
間
的
場
所
的
に
俄
h
狭
(
限
定
せ
ら
れ
、
而
も
H
T

類
充
分
な
ら

F
る
材
料
に
本
づ
き
‘
計
数
系
列
に
周
到
な
弔
客
観
的
評
耐
慣
を
施
さ
ず
・
悶
来
法
則
を
倉
卒
に
締
結

し
た
・
9
正
せ
ん
か
、
恰
も
研
究
の
一
公
正
は
汚
き
る
正
す
べ
き
こ
ご
な

b
、
(
時
あ
り
て
は
文
献
か
に
そ
れ
自
他
と
し
て
許
さ
れ

ぎる、

一
政
政
拍
的
-
枇
合
政
山
端
的
X
抑
制
持
政
策
的
偏
且
に
動
か
さ
れ
て
訴
と
さ
れ
ど
誤
用
は
決
し
て
不
則
を
作
は
す
ち

E
E
Eロ

E
5
5
z
E
此
械
の
研
究
は
凡

τ特
に
意
義
ゐ
b
・
恰
も
大
仕
締
な
る
具
飽
的
時
間
的
困
川
市
叫
引
先
に
ゐ

h
て
も
、

亦
川
出
々
そ
の
材
料
の
性
質
上
、
比
較
に
取
入
れ
た
る
一
現
象
の
影
響
を
、
他
的
妨
害
的
事
由
り
副
M
W
響
よ
・
り
¥
引

離
す
の
閤
難
を
生
争
、
質
臓
の
組
一
な
き
枇
曾
統
計
事
に
あ
h
て
は
、
右
の
円
的
上
、
並
に
叉
明
白
な
る
因
果
樹
係

を
認
識

L
、
併
せ
て
又
一
一
般
隠
さ
れ
た
る
凶
川
市
胸
係
を
、
認
識
せ
ん
ピ
す
る
他
の
研
究

H
的
上
、
統
計
大
設
を
立

入
b
て
分
類
す
る
ニ
ご
は
、
最
大
可
能
の
刻
扶
を
途
「
る
の
補
助
方
仰
を
授
〈
、
そ
は
叉
枠
拡
に
強
〈
判
明
言
さ
る
べ

*
 

き
所
な
b
o

次
に
吾
人
は
特
M

却
の
地
理
的
一
克
索
を
も
、
亦
自
然
的
凶
子
仁
数
ム
、
究
悶
一
冗
素
を
地
的
方
而
に
及
ぼ
せ
る
研
究

ピ
し
て
は
、
前
記
入
口
集
散
端
的
の
枇
臼
的
方
面
に
闘
す
る
も
の
以
外
、
純
自
然
的
一
冗
索
似
A
T
ば
土
地
的
高
低
、

地
勢
、
気
候
梢
・
土
地
の
肥
度
等
の
影
響
を
、
豊
富
な
る
場
所
的
分
類
に
よ
り
・
験
め
さ
A
と
す
る
こ
古
を
問
題

ど
な
し
符
ぺ

L
、
凡

τ之
に
閥
聯
せ
る
研
究
仁
ゐ

bτ
は
、
出
来
る
丈
け
立
入
り
た
る
地
理
的
刺
別
に
、
出
来
る

Cf. v. Mayr， op_ CIt_， 55_ 20.ι205_ 主izek，op_ cit.， S. '7.7 省降



り
細
か
な
る
物
的
介
類
を
件
は
し
崎
、
依
b
て
究
困
元
案
を
出
来
る
丈
け
巧
み
に
別
扶
す
る
こ
子
炉
』
期
す
ぺ
し
、

そ
の
は
的
上
卒
者
は
問

?'fの
諸
一
花
束
に
則
h
、
自
然
地
域
を
形
成

L
た
り
。

統
計
上
九
弘
義
の
る
瓜
閥
的
閃
千
の
数
以
、
疑
も
な
(
彩
L
、

き
れ
ば
統
計
場
者
に
よ
3

り
て
は
、
「
人
々
に
影
響

す
べ
き
諸
国
式
」
類
別
、
又
は
原
因
系
統
を
綿
製
せ
ん
ど
試
み
た
ら
。
(
間
口
問
。
一
一
〉

-
5
A
2「
-
P
E
m一E
-
E宮口一己輔、

前
抽
選
批
合
統
計
前
細
山
版
一
一
一
丸
一
真
以
下
歩
間
)

吾
人
は
以
上
瓜
凶
的
地
帥
凶
チ
を
問
ひ
、
そ
の
大
多
数
は
多
〈
の
方
向
に
、
そ
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
こ
ご
を
見

た
る
が
、

か
、
る
凶
県
川
聞
係
は
他
の
方
面
、
郎
も
影
響
苫
れ
に
る
現
象
よ

h
す
る
も
亦
之
に
着
目
す
る
を
得
べ

〈
、
時
際
上
悶
世
相
関
係
的
♂
究
明
少
(
己
も
そ
り
泊
想
は
、
此
仕
方
に
よ
り
述
せ
ら
る
、
こ
ど
多

L
、
詩
人
は
か
〈

て
多
〈
の
現
象
が
前
記
論
凶
チ
の
多
数
・
結
局
又
前
仙
の
誠
一
光
来
仁
よ
h
、
影
響
さ
る
、
こ
ど
な
政
見
す
。
之
正

岡
崎
に
岡
県
関
係
ゐ
!
り
ご
す
る
思
考
の
後
案
が
、
品
肌
'
げ
大
祉
の
統
計
的
制
銭
形
腿
よ
ム
リ
起
さ
れ
ず
、
事
み
持
通
又

は
特
別
の
生
括
経
験
よ
ち
引
山
川
き
る
、
.
」
ご
あ
る
を
注
立
す
ぺ

L
、
か

7'G場
人
口
に
引
鋭
、
さ
統
計
準
者
の
任
務
ご

か
〈
外
よ
り
起
さ
れ
た
る
推
測
じ
っ
き
、
現
存
せ
る
制
査
を
泊
切
に
利
用
し
、

一
山
止
の
場
合
に

な
る
べ
き
姑
は
、

は
現
存
分
類
に
て
足
れ
り
ど
す
べ
か
ら
古
る
査
定
仁
、
通
切
な
る
節
厳
守
施
す
こ
正
仁
よ
h
、
そ
の
推
測
ef
至
嘗

ご
す
吋
-
主
回
然
性
及
冊
一
品
然
科
皮
を
験
的
す
に
あ

b
、
之
が
例
話
ご
し

τは
、
乳
児
替
安
方
法
に
よ
り
そ
の
死
む
に

及
ぼ
す
影
響
の
統
計
的
立
澄
、
並
に
刑
事
統
計

ω純
聞
に
於
て
、
油
精
中
止
叫
に
よ
h
犯
罪
事
に
及
ぼ
す
形
斡
を
、

刻
扶
せ
ん
正
す
る
り
試
み
を
由
帯
げ
得
べ
し
、

か
、
る
研
究
仁
ゐ

h
て
も
亦
物
的
、
場
所
的
及
時
間
的
分
類
を
、
周

嘉

誠

七
七
)

第
二
十
三
谷

副
主
七

t首

3提

統
計
に
よ
る
凶
県
幽
保
山
研
究

Mayr， op. cit.. S. 204; Zizek， op. cit. Cf. v • 
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量E

第
一
一
イ
ニ
を

到
に
諮
「
る
こ
正
に
よ
b
τ
の
み
そ
の
日
的
を
述
!
待
べ
[
。

諭

←t 
j、

四
五
λ

か
く
℃
五
口
人
以
阪
仁
膨
[
き
岡
県
聞
係
を
仰
す

さ
れ
ど
別
仁
術
畿
見
す
べ
く
立
経
す
べ
き
も
の
多
き
は
、
疑

を
容
れ
中
、

今
日
仰
木
知
な
る
訪
問
係
を
穿
監
し
得
べ

L

統
計
些
は
か
(
J
L
M
々
試
験
1
べ
〈

何
れ
に
し
て

も
刑
台
統
計
山
中
は
今
日
併
に
、

刷
ハ
"
が
H

恥
も
密
接
に
辿
結
き
れ
い
た
る
諸
川
市
草
山

一
系
統
に
る
こ
ど
を
示
す
、
就

幾
多

ω他
ω現
象
仁
影
響
す
、

一
部
現
象
は
以
間
的
凶
子
正
{
て
、

4
L
I
-
-
L
-
b五
F
、ト
L
V
a
j
p
l
f

、

FB一言
w
F
L
i
p
3
m
f
H
1
r
ヵ

そ
()) 

自
然
的

市中
W
H
仁
よ
b
左
布
告
る
、
こ
己
的
裕
抽
出
合
同
は
く
。
ヌ
多
〈
の
阿
川
市
附
係
は
鵡
川
附
に
於
工
、
同
一
T
h

山
知
似
の
仕
方
に

現
は
る
、
従
ひ
一
ー
メ
幾
多

ω俊
民
側
山
己
〔
て
、
同
間
際
現
象
酬
[
符
ぺ
き
も
の
を

M
か
め
符
べ
き
問
、
川
引
に
そ

ω

意
義
に
宙
hu
、
川
叫
に
叉
特
に
附
呆
刷
係
駒
山
血
の
目
的
上

凶
際
見
岐
を
有
殺
一
九
時
地
ぐ
る
た
め
、

分
類
す
ぺ
き
刺

特
に
物
的
悩
別
上
次
い
で
又
場
所
的
附
閥
的
悩
別
上
、

山
川
郡
る
丈
け
裕
一
を
期
す
る
こ
ど
に
、

-

J

、

u
h
M
ト
uu

特
別
の
重

比
怖
を
お
〈

ω
市立ゐ
hJ
、
素
よ
り
閥
際
現
象
仁
通
治
完
全
な
る
-
致
は
作
せ
、
γ
、
各
朕
間
山
形
斡
は
一
般
枇
合
叫
肌
抽
出

)

1

!
巳
;
ー
、

民
指
九
、
3

[

よ
ち

部
分
的
に
は
左
右
せ
ら
る
、

与
れ
は
を
は
自
然
法
に
川
附
ゼ

L
T
L
て

刑
合
的
常
現
ゐ

b
t
す
べ

き
の
み
、
日
人
指
摘
さ
れ
た
る
同
県
側
係
の
多
〈
は
、

hw一
山
仁
繰
返

3
る
、
に
拘
は
ら
争
、
之
仁
特
川
跡
的
鈍
動
を
伶

ふ、

ur

〈
て
そ
の
立
定
仁
、
阪
史
的
相
川
割
的
性
質
を
柿
ぷ
る
こ

J
7ゼ
必
U
L
む
、
而
も
亦
似
令
ば
常
時
又
は
何
世
陣

に
J

し
も
、
死
亡
数
は
年
齢
仁
よ
ち
左
右
さ
れ
、
山
生
率
低
き
は
布
州
じ
よ
れ
友
布
古
る
、
こ
ど
、
何
ロ
叫
己
の
法
則

あ
る
こ
ピ
は
、
全
く
一
般
的
仁
迎
用
め
る
仁
似
た

h
、
暑
の
耐
数
的
関
係
は
同
一
関
係
な
り
、
取
そ
の
沼
闘
係
は

γ巾

部
分
的
に
は
.
相
互
間
に
偏
街
ヤ
件
へ

h
c
(咋
完
」

Cf. v. l¥faYJ"， op. cit.， SS. 205， 206; 2:izek， op. cit.， S. 169 
Cf. ~izclむ op. cit.; v. J河川口 op.cit.. S. :!O5 
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